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関
東
地
方
労
組
生
産
性

会
議
（略
称
＝
関
東
労
生
）

は
、
１
９
５
９
年
の
結
成

以
来
、
産
業
や
業
種
、
組

織
の
枠
を
越
え
企
業
別
労

働
組
合
を
中
心
と
し
た
労

働
組
合
の
立
場
か
ら
生
産

性
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　
関
東
労
生
で
は
、
生
産

性
の
向
上
を
企
業
の
収
益

向
上
の
手
段
と
い
う
側
面

だ
け
で
と
ら
え
る
の
で
は

な
く
、
「人
間
性
の
尊
重
」

の
精
神
に

基
づ
く
も

の
で
あ
る

こ
と
を
確

認
し
て
き
ま
し
た
。
時
代

は
い
ま
ま
さ
に
〝
変
化
の

と
き
〟で
あ
り
ま
す
の
で
、

人
間
性
尊
重
、
そ
し
て
労

働
の
尊
厳
を
基
調
と
し
た

「
労
働
組
合
に
よ
る
生
産

性
運
動
」
の
意
義
を
再
認

識
し
た
上
で
、
変
革
の
時

代
に
お
け
る
創
造
的
労
働

組
合
活
動
の
展
開
を
目
指

し
、
諸
活
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
具
体
的
な
活
動
内
容
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
主
な
行
事
と
し
て
、「定

例
総
会
」
（
６
月
）
、「常

任
委
員
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
（
�
月
）
、
「
定
例

研
究
会
・
新
春
の
つ
ど

い
」
（
１
月
）
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

会
で
は
記
念
講
演
等
を
併

催
し
、
学
識
者
等
の
講
師

に
よ
る
時
宜
を
と
ら
え
た

テ
ー
マ
で
の
講
演
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
諸
活
動
に
つ

い
て
も
精
力
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
研
究
活
動
と
し
て
、
「国

内
研
究
会
」
で
は
会
員
組

織
の
工
場
等
施
設
見
学
を

行
う
と
と
も
に
、
安
全
衛

生
等
に
つ
い
て
労
使
双
方

の
取
り
組
み
を
う
か
が
っ

て
い
ま
す
（
今
年
度
＝
本

田
技
研
狭
山
完
成
車
工

場
、
Ｊ
―
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
磯

子
火
力
発
電
所
）
。

　
「
労
政
部
会
」
で
は
労

働
組
合
に
と
っ
て
重
要
な

施
策
や
取
り
組
み
等
に
つ

い
て
う
か
が
っ
て
い
ま
す

（今
年
度
＝
経
済
産
業
省
、

ア
ス
テ
ラ

ス
労
働
組

合
）
。

　
「
労
使

関
係
実
務
基
礎
講
座
」
で

は
新
任
労
組
役
員
向
け

に
、
労
働
組
合
の
現
状
と

課
題
、
労
使
協
議
、
職
場

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

労
働
法
、安
全
衛
生
法
等
、

労
組
役
員
に
必
須
の
テ
ー

マ
を
学
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
講
義
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
数
年
に
一
度
、

「
海
外
視
察
」
を
行
い
、

現
地
企
業
等
の
訪
問
を
通

じ
て
そ
の
国
の
労
働
事
情

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
関
東
労
生
は
、
２
０
１

９
年
の
結
成
�
周
年
を
見

据
え
つ
つ
、
引
き
続
き
、

産
業
や
業
種
の
垣
根
を
越

え
て
多
く
の
労
働
組
合
が

参
画
す
る
組
織
の
特
性
を

生
か
し
、
労
組
活
動
の
質

的
強
化
や
労
組
役
員
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
す
。


